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１．はじめに 
全国各地で人為的に行われる違法な盛土や不適切な工法

の盛土の崩落による，人的，物的被害が確認される等，盛

土等による災害の防止が喫緊の課題となっている．これを

受けて，｢宅地造成及び特定盛土等規制法：盛土規制法｣が

公布され，宅地，農地，森林等の土地の用途にかかわらず，

危険な盛土等を全国一律の基準で包括的に規制されること

となった 1)．この規制区域の指定は，想定される盛土災害

の形態や崩土の到達距離（例えば，写真-1）等を考慮して

設定する 2)．なお，崩土等の土砂の移動距離は，崩落する

斜面高 3)や地形勾配 4)に影響を受けることが知られている．

一方，既往報告 2)における地方公共団体への聞き取りでの

盛土の崩落事例（平地での盛土：2 事例，傾斜地での腹付

盛土：13 事例，図-1）によると，土砂の移動（流出）距離

l/H（移動距離 l，斜面高H）と元地形の勾配 θとの関係から，

θ が 1/10 程度を超えると流出距離が大きくなる傾向が示さ

れている．そのため，θ を考慮した規制区域の設定手法が

示されている 2)．しかしながら，図-1 に示すとおり，θ と

l/H との明確な関係性は見られず，その他の要因についての

更なる議論が望まれる． 

そこで，本研究では，含水比の変化が盛土の滑動崩落に

おける移動距離に与える影響について着眼し，小型土層実

験台を用いて，含水量を変化させた土塊の移動実験を行う． 

 

写真-1 盛土崩落の状況（千葉県香取郡多古町）2) 
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図-1 土砂の流出距離と元地形の勾配との関係性2) 

 

２．含水比の違いが土砂の移動に与える影響 
実験装置の概要を図-2及び写真-2に示す．図-2に示すと

おり，急傾斜地の最小勾配（θ = 30度3)）で傾斜させた斜面

の上部（H=700mm）に，含水比を調整させて仮置きした一

般的な信楽産まさ土（粒径0.45mm以下の一般的な粒度分

布）を，引き上げ可動式のゲート構造の操作により斜面内

を移動させ，斜面法尻からの土砂の移動距離（l1 mm）を計

測している．その際，移動距離 l1 の計測については，法尻

からの土砂の最大移動距離としている．なお，含水比 w/c  
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図-2 実験水路の概略図 

 

写真-2 実験装置の状況 
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図-3 実験土の含水比乾燥密度曲線(まさ土) 
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図-4 実験土の一面せん断試験結果(ただしw/c = 10%)  

表-1 実験結果 

Case Water content w/c Maximum moving distance (l1 / H) 

1-1 10 % ~ 1.0 

1-2 20 % ~ 0.5 

1-3 30 % >> 2.0 (over) 

 

 
写真-2  含水比の違いが土砂移動に与える影響（w/c ≒ 10%） 

 

等については，既往の室内実験結果5)よりまさ土において崩

壊しやすいとされているw/cを参考に，約10%, 20%及び30%

に変化させて，それらの違いによる影響を把握している．

ここで，使用したまさ土の含水比乾燥密度曲線を図-3に，

一面せん断試験結果（ただし，w/cが約10%）を図-4にそれ

ぞれ示す．また，土砂の移動に影響を与えないように，斜

面内の表面粗度（滑面）やゲート引き上げ操作の速度等に

配慮し，実験している． 
各含水比における移動した土砂の移動距離に関する実験

結果を表-1 に示す．表-1 に示すとおり，含水比 w/cの変化

と移動距離 l1/H（移動距離 l1 / 斜面高H ）との間において興

味深い関係性が確認された．なお，w/c が 10％における実

験状況を写真-2 に，w/c が 20％における状況を写真-3 及び

w/c が 30％における状況を写真-4 にそれぞれ示す．写真-2

に示すとおり，w/cが約 10%の場合には移動土塊内の土粒子

が個別的に移動（各個運搬）する傾向が確認された．この

ため，一部の土粒子が装置底面上を跳躍しながら，斜面高

H 程度まで移動するのが確認された． 

一方，写真-3 及び表-1 に示すとおり，w/c が 20%の場合

においては，顕著に土粒子が集合流動的に移動する傾向が

確認されるとともに，土粒子の跳躍（各個運搬）による移

動は見られず，l1/H が w/c≒10%の場合の半分程度になった．

一方，写真-4 及び表-1 に示すとおり，w/c が 30%以上の場

合においては，土塊の流動化に伴って，斜面の下流方向へ 

 
写真-3  含水比の違いが土砂移動に与える影響（w/c≒20%） 

 

 

写真-4  含水比の違いが土砂移動に与える影響（w/c≒30%） 

土砂が顕著に流出（l1/H >> 2.0以上）することが分かった．

今後，更なる検証が望まれる． 

３．おわりに 
本研究では，盛土崩壊時における土砂の含水比の変化が

滑動崩落に伴う移動距離に与える影響について把握するた

め，小型土層実験台を用いて，含水量を変化させた土塊の

移動実験を行った．細粒のまさ土を使用した実験結果によ

ると，含水比の変化により，斜面法尻からの移動メカニズ

ムが顕著に異なることが明らかとなった．今後，盛土規制

法の運用に際しては，盛土の含水比に影響を与える地下水

等の流入条件や排水条件 6)が重要であることが示唆された． 
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